
も
、
云
〈
『
日
本
一
州
、
闘
機
純
一
、
朝
野
遠
近
、
悶
坂
一

乗
、
絡
素
貴
賎
、
悉
期
成
傭
』
ハ
一
乗
要
決
）
ご
、
斯
の

如
〈
、
減
后
二
千
年
の
聞
に
、
各
時
閣
を
異
仁
し
て
出
で

た
る
人
師
の
、
本
化
出
現
の
諌
言
仁
就
て
、
其
軌
を
一
仁

せ
る
恰
も
符
節
を
合
せ
し
が
如
き
は
、
げ
に
、
不
可
思
議

の
現
象
に
は
非
ず
や
。
法
華
経
の
約
束
は
異
な

bs。
人

師
の
議
言
も
亦
質
申
す
り
き
。
時
末
法
に
入
b
て
七
百
十
一

年
、
後
五
百
歳
闘
誇
堅
固
の
秋
に
嘗
k
y

て
、
本
備
の
湖
命

に
迭
ら
れ
し
本
化
上
行
菩
薩
は
、
幾
多
の
人
冷
の
諌
言
に

迎
へ
ら
れ

τ、
月
氏
の
東
方
の
小
園
、
沙
車
の
東
北
じ
方

れ
る
臼
本
、
東
海
安
局
の
一
漁
村
、
小
湊
の
浦
仁
降
誕
し

給
ひ
ぬ
。

貞
臆
元
年
壬
午
二
月
十
六
日
の
午
の
刻
、
ぁ
、
当
、
此
日

は
本
化
降
誕
の
聖
日
な
・
9
3
0

末
法
の
悌
使
は
、
蒋
曾
入

滅
の
明
日
、
二
月
十
六
日
を
以
て
、
旭
日
の
光
明
を
浴
び

奉
鷺
の
曾
き
法
聾
に
迎
へ
ら
れ
て
、
降
臨
ま
し
ま
せ
り
。

地
紳
は
歓
喜
し
て
清
泉
を
湧
出
し
、
龍
神
諸
天
は
、
喜
悦

し
て
、
小
湊
の
海
演
に
育
連
事
を
咲
か
・
し
め
、
此
聖
日
を

紀
念
し
玉
へ
り
。
ぁ
、
三
日
蓮
の
御
名
を
以
て
、
此
世
に

降
誕
し
玉
へ
る
本
化
大
事
。
ぁ
、
二
本
悌
の
智
慧
ど
慈
悲

ご
を
以
て
、
末
法
五
濁
の
闘
を
照
し
玉
ふ
吾
宗
組
。
世
界

人
類
の
思
想
と
信
仰
ご
は
、
唯
、
大
事
の
樺
威
民
よ
っ
て

の
み
統
一
せ
ら
れ
、
世
界
人
類
の
心
霊
は
、
唯
、
吾
租
の

光
明
に
照
さ
れ
て
の
み
救
済
せ
ら
れ
な
ん
。

新
春
の
さ
げ
び長告

木

本

開

K
互
共
が
、
此
の
世
仁
蕗
し
て
行
く
に
は
、
ざ
う
し
て

も
是
の
二
大
要
素
を
繰
て
は
な
ち
ま
せ
ん
。
そ
は
何
か
ご

云
ふ
に
、
却
も
一
じ
は
深
〈
反
省
し
、
精
し
く
研
究
し
充

分
の
畳
悟
を
定
め
て
を
〈
事
、
こ
に
は
大
事
に
嘗
つ
て
は

其
の
身
を
犠
牲
じ
す
る
決
心
を
も
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
h
ま

す
、
是
の
一
方
い
づ
れ
で
も
帥
脱
げ
れ
ば
、
危
険
措
更
に
雨

方
共
に
快
け
た
争
ら
、
そ
は
宮
際
御
話
に
な
り
ま
せ
λ
。

物
質
的
の
文
明
に
の
み
よ
っ
て
、
人
生
の
幸
繭
kr
・
碍
ら

れ
ぬ
事
は
、
西
洋
諸
国
の
貨
放
が
よ
〈
証
嬢
立
て
》
を
b

ま
す
、
十
六
世
紀
頃
か
ら
敷
百
年
間
の
努
力
を
重
て
来
て

(53〕



き
へ
満
足
の
出
来
な
い
文
明
で
あ
る
の
に
拘
ら
ず
、
我
闘

民
が
、
わ
ず
か
三
四
十
年
間
に
共
の
外
形
を
模
擬
し

τ、

是
仁
依
っ
て
、
異
の
幸
一
珊
を
得
や
う
ど
考
へ
た
の
は
明
か

不
用
意
極
ま
る
事
で
あ
り
ま
す
。

我
ι
干
の
一
切
の
行
錯
を
支
配
す
る
も
の
は
あ
仁
炉
、
我

ム
伊
の
境
遇
e

管
制
し
、
蓮
命
に
堪
え
行
く
所
の
カ
を
輿
ム
る

も
の
は
な
に
乎
。
其
れ
は
一
去
ふ
迄
も
な
〈
自
己
の
精
神
一

つ
で
あ
り
ま
せ
う
。

慈
父
聖
人
は
北
海
の
寒
島
佐
穂
塚
原
三
味
堂
に
配
流
さ

れ
て
、
降
る
・
写
は
軒
よ
り
高
〈
、
省
電
ひ
ま
な
い
や
う
な

都
生
活
、
而
も
怨
敵
は
充
満
し
℃
を
る
が
、
御
自
身
じ
は

日
本
第
査
の
宮
め
る
も
の
ご
云
は
れ
て
、
其
の
元
気
は
驚

（
ぺ
主
賦
態
て
あ
ら
ま
し
た
。
其
の
字
書
、
共
の
文
字
は

質
じ
龍
蛇
の
走
る
如
く
嘗
時
の
意
気
を
想
見
せ
し
め
る
の

気
慨
が
あ
り
ま
す
、
是
れ
は
何
の
故
で
あ
る
炉
、
を
は
只

其
の
心
h
f
」
法
華
経
の
信
仰
仁
托
せ
ら
れ
た
が
矯
め
に
、
外

な
ら
ぬ
の
で
あ
ふ
り
ま
す
。
斯
る
洪
大
守
る
心
の
力
を
忘
れ

て
世
人
が
専
ら
外
界
仁
幸
一
繭
を
焦
ら
、
満
足
を
求
め
や
’
フ

ご
す
る
の
が
大
な
る
不
用
意
極
ま
る
過
で
あ
り
ま
す
c

号＂＇•・B円，.，

」nu J 

口ロロロロ
ロゴ
ロロ

c 詞ロ
ロロ
ロロ

ロ c
日ロ

ロロ
ロ．．ロ

ロ 2諜口
口口

口口
ロロロロロ

副箇圃圏

〔54〕

鷹

取

h
u
 
・EE’
山

内

慧

戒

鷹
取
山
は
大
捷
越
波
木
井
賞
長
設
が
、
身
延
山
ご
倶
に

宗
組
大
事
人
へ
奉
献
せ
し
山
な
り
、
北
に
身
延
山
ご
相
劃

し
て
、
西
に
は
車
柏
木
川
の
上
に
七
面
の
高
山
あ
り
、
高
は

高
峰
雲
に
蓋
は
れ
、
蛇
ん
T

f
」
・
し
て
遠
〈
駿
河
に
至
る
、
日

本
三
急
流
の
一
な
る
富
士
川
を
境
に
、
天
子
が
昔
、
名
聾

赫
々
た
る
富
士
の
高
嶺
は
、
此
然
と
し
て
東
に
笠
立
す
、

往
年
、
甲
斐
の
領
主
武
田
信
玄
が
、
身
延
に
牙
替
を
築
城

せ
ん
ご
て
、
身
延
山
を
攻
め
・
し
は
、
此
鷹
取
山
あ
る
仁
依

る
歎
。
無
数
の
杉
樹
草
剤
欝
ご
し
て
其
蔭
暗
〈
、
間
蒼
た
る
長
梢

交
仁
垂
れ
、
緑
濃
く
山
勢
念
峻
仁

L
て
華
山
の
難
大
な
k
リ
＠


